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3)長期経過観察中に, 口腔粘膜前癌病変 か ら

粘膜癌の発生を繰 り返 した 2例
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広範性や多発性の口腔粘膜前癌病変は,発癌の可能性

が高いと言われている.今回我々は,長期間にわたりそ

のような前癌病変から粘膜癌の発生を繰 り返 した2例を

経験 したので報告する.症例 1;8魂才,女性.平成 3年

7月初診.臨床診断右側上顎感慶.腫癌の周囲歯肉や頬

粘膜に広範な白色病変を認めた.切除術を施行 し病理診

断は乳頭腫症でありたが,その後白色病変部から腰痛性

病愛が繰 り返 し出現 し 病理診断にて平成3年 6月に上

皮異形性,10月に疫祭性感,平成 8年12月と平成 9年2
月をこ扇平上皮癌予平成9年4月に庶驚性感を認めた.症

例 2;61才,女性や昭和52年当料初診,雷蔵平上皮癌に

て治療を行ったが,その後近接 した部位に白色,赤色病

変が繰 り返 し出現 し 昭和60年 9月以降上皮異形成の病

理診断を得ていたが,平成4年 5月に音偏平上皮癌,翠

成 8年4月に下顎,11月に口底扇平上皮癌が認められ

いずれも白色病変がそれらに発行 していた.

4)頬粘膜偏平上皮癌の臨床的検討
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頬粘膜扇平上皮癌一次症例について臨床的検討を行っ

た.く対象,結果)対象は 198且年から且995年の過去15

年間に当科で治療 した14例で,性別では,男性11例,女

性3例と圧倒的に男性が多く,年齢では60歳代が8例,

50歳代が4例,70歳代が2例の欄であった.TNM 分類

では,Tl:3例,T2:5例了T3:1例,T4:5例で,

NL):Tl札 Nl:Ll例.Nl':1)例.NLl1:1例で全判 MO

であった.治療は化学療法+放射線療法十字桁療法を選

択 したものが9例で,うち8例に対 L D-P皮紫,大胸

筋皮弁,広背筋皮弁,前腕皮弁により再建を行った.こ

れら9例 中1例に4年3カ月後に局所再発が認められ救

済手術を行ったが制御されなかった. 術後誤嘩陵肺炎を

認めた2例のうち, 1例は死亡 し, 1例は経管栄養を余

儀なくされ術後機能に問題を残 した.放射線+化学療法

を行った5例のうち, 1例は姑息的に4例は観治約に行

い3例は局所制御されたが, 1例に放射線性骨髄炎を認

め外科的処置を要した.く結語)大型皮弁の導入により,

進展例 に対 しても腰癌拡大切除は可能となり,手術施行

群の局所再発は 1例であった.今後誤嘆にたいする横橡

的な予防策と形態機能的再建法が必要と思われる.

5)頭頚部扇乎上皮癌 の節外浸潤の要因に関す

る臨床病理学的検討
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頭頚部痛の頚部 リンパ節転移はその予後を左右する重

要な因子であり,なかでも節外浸潤の予後は極めて不良

であることが知られている中頭頚部癌の節外浸潤の頻度

とその要因を知る目的で頚部郭酒術を行い組織学的に転

移が確認された頭頚部扇平上皮癌70症例について節外浸

潤の頻度と原発部位,臨床病期,郭酒時期,転移 リンパ

節数,転移 レベル,分化度,浸潤様式,深速度との関連

性について臨床的病理組織学的に検討を行った,

70症例のなかで36症例 (51%)に節外浸潤があり,転

移 リンパ節数 日個29%, 2個47%, 3個以上69%),

転移 レベル (Levei王,Ⅱ 44%,Level班,Ⅳ 70%)

と節外浸潤の頻度とは関連性を認めたが,原発部位,臨

床病斯,郭清時期,分化度,浸潤様式,深達産との関連

性は認めなかった.腫痴再発は24例 (34%)に認められ,

節外浸潤症例が18例 (75%)と多くを責めていた.

6)卵巣明細胞腺癌に対す る CPT…u と

Mitomycin C 併用療法の試み
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卵巣癌に対する標準的化学療法である CDDP-based

regimen(CAP/CP)は,卵巣明細胞腺痛に対 して無効

と考えられ このことが卵巣明細胞腺癌を有意に予後不

良としている.明細胞腺癌の発生頻度は増加傾向にあり,

有効なレジメソの開発が望まれるなか,最近 CFT弓iと

Mitomyc血 C (MMC)併用療法が有効であることが報

告された.そこで今回当科で治療 した卵巣明細胞腺癌症

例3例に対 し同レジメソを用いた治療を経験 したので報

告する.症例は Ic期 1仇 ⅢC期2例で,CPT-ll140

mg/m2 (iv),daysl,15,29;MMC7mg/m認(ipoT

iv),daysl,15,29を 1コースとして最低 2コ…ス施

行 した.前治療として CAP療法を施行 し,評価可能
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病変を宥する2例において 1例の CR, 1例の PR の

効果が得 られた.副作用は 1例において Grade4の骨

髄抑制, 3例において Grade3の脱毛を認めたが,下

痢等他の表Fj作問は軽度であった.現在観察期間 8-ま8カ

月で, 2例は無病生存中, 1例は担癒生存率である.今

後観察期間の延長,症例の追加により,本 レジメソの卵

巣明細胞腺癌に対する有効性をさらに検討する予定であ

ら.

7)婦 人科悪性腰痛手術 におけ る腸切除症例 の

予後 と QOL に関す る検討
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【目的】婦人科悪性腰轟手術において腰癌の腸管浸潤

を認めた場合,腸管の合併切除を施行するか否かの決断

は非常に難 しい.そこで我々は,当科における初回手術

時の腸切除症例において検討を行った.【方法】婦人科

悪性藤轟手術症例 5例 (卵巣癌 3例,子宮体癌 1例,千

宮肉腫 1例)について,化学療法の遂行鼠 術後合併症,

食事摂取状況,在宅期間,PSの推移,予後につき検討

を行 った.人工肢門造詮が3例,端々吻合が2例であっ

た.【成績】4例は約 1年の経過で死亡, 1例は担癒中

であるが3年 5ケ月生存中である.腸切除のため目的化

学療法が施行できなかった症例はなかった.術後,排尿

障害を 1例,イレウスを1例に認めた.食事摂取,在宅

期間からみた QOL は全ての症例で良好であった,辛

術の影響によると考えられる PSの低下を認めたのは

1例であった.【結論】当科における各症例の検討によ

り問題箆超を したいと考えている.今後 SLO での腸

切除症例 も含めた検討を したい,

8)当科で取 り扱 った若年子宮体癌9症例の臨

床的検討
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子宮体癌は比較的高齢者に発生することが多 く,購歳

以下の若年者での発生は稀だが,若年体癌では経挙性温

存が望まれることもあり,その取 り扱いには細心の注意

を要す る.昭和57年から15年間をこ当科で取 り扱った若年

子宮体癌 9例を臨床的に検討 し 以下の成績が得られた.

729

1)若年体感は全体病中 3.9%を占めていた.

2) 8例が未産婦であり,月経周期は7例で不整であっ

た.主訴は不正性器出血が多かった.

3) 術後病理検査では, 9例すべて額内膜癌であり,

高分化型腺癌8例予車分化型腺癌 且例であった.全例で

子宮筋層浸潤がみられたが,打2を越える浸潤は i例だ

けであった. リンパ節転移は 且例でみられた.手術進行

期分類は 王b期 7例,Ⅲa寛机 例,ⅢC斯l例である.

4) イソフォ-ム ドコンセン トの結果,子宮を温存 し

た症例はな く,全例に子宮摘出術などを行い, 5例に術

後化学療法,4例にホルモン療法を行った.全例無病生

存の状態である,

若年体感はホルモン異常を背景に発生することが多い

と考えられ,予後良好な傾向が認められた,今回の症例

中には,高分化型腺癌で画像診断では子宮筋層浸潤の所

見はなく,子宮温存 も可能と考えられたが,摘出標本で

筋層浸潤が認められた症例がある.子宮温存療法の選択

には憐重な判断が必要と思われた.

9)前立腺癌に伴 う ㌢Sm/PSA の変化
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【緒言】前立腺癌 (CAP)治療に伴 う前立腺特異抗原

(PSA)の変化の観察は盈要である.非結合型 PSA比

率が CAP早期発見に有用であるとの報告が散見され

る.TSm は非結合型 PSA を測定 しているとされる.

【方法】CAP の内分泌療法に伴 う PSAの変化を TSm/

PSA比率で検討 した.監結果】治療開始症例では治療

開始前 と2週間後で比較すると,限局癌症例で有為に

γSm/PSA比率の上昇を認めた.転移症例は限局癌症

例に比較 してその上昇は軽度であった,組織分化度が高

いほどその上昇は高度であった.抗アソドロゲソ除去症

候群発現症例で も PSA低下に伴って rSm/PSA比率

の上昇を認めたが,デキサメサゾソ有効症例では一定の

傾向を認めなかった.再燃症例では PSA上昇に伴 っ

て γSm/PSA比率の低下を認めた.【結語】治療に伴

う rSm/PSA比率の変化はCAP の治療に対する反応

性の指標になりうると考えられた.


